
「2020年清泉女子大学と卒業生に関する調査」報告書 

 

1 調査概要 

本調査は、卒業生の就職先等の進路先に対して、卒業生の評価、本学の教育活動に対する期待や要望な

どを調査することにより、今後の教育活動のあり方を検討する際に役立てることを目的として実施した。 

本報告書では、アンケート調査の結果について、一部を抜粋して報告する。 

 

実施期間：2020年 1月 14日～31日 

対象企業：本学卒業生が在籍する企業の一部（2,922社） 

調査方法：郵送で依頼状を送付し、Webフォームにより回答を収集 

回収状況：25社 

主な業界：土木・建設業（2）、製造業（5）、情報通信業（4）、物流（1）、卸・商社（6）、小売（3）、金

融・保険（1）、不動産・リース（1）、教育（2）、公務（1）、鉄道（1）、娯楽サービス（1） 

卒業生の在籍状況：在籍している 19社（76％）在籍していない 6社（24%） 

 

2 結果の概要について 

 (1) 清泉の卒業生に対するご評価 

 本学の卒業生全体についての印象やご評価について、ご回答者のお考えが 4段階（ある～ない）でもっ

とも近いものをお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（各設問の回数 25社） 

(2) 清泉女子大学に期待する教育 

清泉の卒業生には豊かな教養がある 

清泉の卒業生は学生時代に、専門的な学芸を修得

してきている 

清泉の卒業生には他者を思いやる気持ちがある 

清泉の卒業生は複雑な問題に対しても論理的に

思考を重ねることができる 

清泉の卒業生は個々の文化の多様性を理解して

行動することができる 

清泉の卒業生は常に学ぶ態度を忘れず、自分を豊

かにしていくことができる 

清泉の卒業生は貴社の組織の活性化に貢献して

いる 

清泉の卒業生は貴社の事業成果に貢献している 

清泉の卒業生は大学で学んだ知識や考え方を業

務に生かしている 



 清泉女子大学に期待する教育について、あてはまるものをお選びください（複数選択可）。 

 

 

（回答数 25社） 

 

以上 

常に学び、学習し続ける態度の修得 

他者を思いやる人間性の促進 

豊かな教養の修得 

多様な言語や文化、立場、考えの中における対話力

の修得 

ビジネスマナーの修得 

卒業後のキャリア観の獲得 

複雑な事象に対する論理的考察力の修得 

簿記・会計スキルの修得 

英語の４技能（読む、書く、話す、聴く）の修得 

文化の多様性を理解し、個々の分野を国際社会で生

きていく力の修得 

キリスト教ヒューマニズムの理解 

人類の共生という世界観の獲得 

専門領域の学芸の修得 

国際貢献の土台となる自国の文化への深い理解 

スペイン語の４技能（読む、書く、話す、聴く）の修

得 

英語で書かれた文学における専門知識の修得 

思想・宗教の専門知識 

歴史・美術史の専門知識 

スペイン語で書かれた文学の専門知識 

日本語学・日本古典文学・日本近代文学の専門知識

の修得 

その他 


